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総合評価 Ｂ：順調
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と思う住民の割合
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施策分野における
これまでの

取り組みの概要

生涯学習推進地域づくり活動・高齢者学級・子ども体験教室等の実施、地域学校協働本
部等の実施、家庭教育学級等の実施、青少年相談・二十歳の集い等の実施、文化財保護
活用事業等の実施、町民文化祭・美術展等の実施、図書館講座・読書フェア等の実施、
指定管理者による文化事業の実施、コミュニティながいずみ・文化財展示館・町民図書
館・文化センター・井上靖文学館の管理運営、桃沢工芸村・桃沢キャンプ場の運営、ス
ポーツ推進支援事業の実施、勤労者体育センター・各町営グラウンド・学校体育施設
（一般開放）の維持管理

施策分野における
背景・環境

及び抱えている課題

・ライフスタイルや価値観が多様化する中、様々な世代へ生涯学習機会を提供するため
の学習環境の整備が必要である。文化施設の老朽化等により、大規模の改修が必要と
なっており、予算を有効活用し、効率的な運営を進める必要がある。
・時代のニーズにあった学習メニューの提供や、学習した内容の地域還元（知の循環と
して、学んだことが地域で活かされ、伝わる。）を図る必要がある。
・多様化する情報発信方法を適切に選択し、情報発信を行う必要がある。
・健康づくりへの無関心期の人の運動習慣定着は難易度が高いが、様々な世代や身体状
況・生活環境に合わせた生涯スポーツを楽しむことができる環境を常時提供するため、
各種生涯スポーツの情報提供や、各施設の適正な維持管理を図る必要がある。
・成果指標１については、令和３年度に住民意識調査の設問の選択肢が変更となったこ
とにより増となっていると考えられる。

・文化施設においては、必要な改修を見極め、優先順位をつけて予算を有効活用し、効
率的な運営を進める。
・学習成果の地域活動への還元や、団体の自主自立を進めるために、わくわく塾の見直
しを進める。
・情報発信について、紙面の周知を見直し、SNS等を活用した告知を強化する。
・各種スポーツ競技で全国大会等に参加した選手に対し奨励金を交付し、スポーツ意識
の高揚及び競技力の向上などスポーツ活動の促進を図っている。より制度の目的・効果
を向上させるため、奨励金受給者のうち成績が顕著な選手等の情報発信を行う。
・パークゴルフ場を活用し、世代間交流も含めた健康づくりとスポーツ活動の促進を図
る。

施策分野における
改革・改善内容

及び今後の見通し


